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ような時代のニーズに答えるべく、学校施設
・

設備の安全管理から
一
歩踏みだし、学校全体の

「危機管理マニュアル」を作成することにしま

した。

このことにより、地域や保護者から信頼され、

安心して子ども達が学べる環境が確保され、学

校の説明責任が果たせればと思います。

3 研 究の内容

(1)マ ニュアルの整備状況

思いがけない出来事に対処することは簡単

なようで、非常に難 しいことです。 日頃から

学習や訓練を行い、対処できるようにしなけ

ればなりません。このためのマニュアル作り

が各学校で行われていますが、そのマニュア

ルはどのように活用されているでしょうか。

まず県内の各学校の「危機管理マニュアル」

の整備状況や学校の危機管理体制を調査する

ことから始めました。

その結果、ほとんどの学校に於いて、何ら

かの形で 「危機管理マニュアル」が作成され

ていました。しかし、ある程度まとまった形

でマニュアルを作つているのは少数で、個々

の対応マニュアルは作成しているものの、ま

とまつた形でのマニュアルはできあがつてい

なかったり、全職員に周知していない例が多

数みられました。

(2)マ ニュアル作成の視点

県内の 「危機管理マニュアル」整備状況を

ふまえ、各学校のマニュアルを集めて検討 し

ていきました。そして、次の点を基本として

作業を進めていきました。

①各学校で利用できるよう簡素化する。

・学校により様々状況があり、あまり詳細

なものにすると見づらくなるおそれがあ

り、応用が出来にくくなる6

②現実に即したマニュアルにする。

・通報できる電話の場所や常時職員がいる

か、火災報知器の設置場所、緊急放送設備

の有無などを勘案 したものにする。また、

授業中、休み時間中、校外で対応が異なる

ことについては分けて作成する。

③学校全体の視点で作成する。

。今のマニュアルは教員中心の視点から作

成されたものが多く、現実に即していない

面も多々みられるので、教員以外の事務職

員や、その他の職員の役割をも考えながら

作成する。

さらに、教員の視点 (教育的視点)、事

務職員の視点 (行政的視点)、管理職の視

点 (管理運営上の視点)か ら総合的に検討

していく。

(3)マ ニュアル作成の実際

上記の視点に立って、県内の各学校で作成

されていたマニュアルや他県で使用されてい

るマニュアルなどを収集 し検討 していきまし

た。

様々な検討を加える中で、県内の学校で使

っている形式が非常によくまとめられてお

り、この形式を基本に、様々な危機管理に対

応するマニュアルを作成することにし、次の

ように作成していきました。

①事件 ・事故の対応の手順を説いたマニュア

ルの作成

,事件 。事故が起きた時の初期対応から、

応急措置、連絡、調査、報告、事後処理ま

での一連の流れの対処方法を説明したマニ

ュアルを作成 しました。(資料 1・ 2)

②学校の取つた措置等が記入できるメモ様式

の作成

。それぞれの事件 ・事故等に応 じた対応メ

モを作成し、事後の報告がスム
ーズに行え

るようしました。 (資料 3・ 4)

③教育委員会等への報告様式

・学校管理規則や通知等で定まった報告様

式がある場合は、その様式もマニュアルに

入れることにより報告漏れがないように配

慮 しました。

④その他

・危機管理は日常の点検が重要です。また、

担当者がいなくとも緊急時に対応できるよ

う措置 しておくことも大事なことです。そ
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アルに即した行動がとれるような教職員の危機

管理意識の高揚が必要です。

また、危機発生時は校長を中心にした危機管

理対策本部を瞬時に立ち上げ、指揮命令が滞り

なく発揮できるよう、組織的な体制作りも必要

です。

そのためには、学校の組織体制の確立に向け

て校内論議を積み上げることや、実技訓練等を

実施し、一人一人の役割を意識させるような具

体的な取り組みも必要です。

また、今までのマニュアルでは、事務職員や

その他教員以外の学校職員の役害Jが明確ではな

いことが多いようです。現実的には、教員が児

童 ・生徒の避難引率に追われる中では、これら

の職員の役割が重要な位置を占めることが当然

想定されます。さらに、地域の協力を得なけれ

ばできないことも考えられますので、地域との

連携も考慮しないといけません。

学校評議員や地域との交流事業などの人的つ

ながりを大切にしながら、それを危機管理等の

学校運営に有効に活用できるよう情報のデータ
ベース化なども考える必要があります。

下校後に事件事故が発生し、電話等が不通の

場合、児童生徒の安全の確認のための連絡方法

(勤務先、携帯番号)等 、個人のプライバシー

との兼ね合いも必要になってきます。

在校中である場合、学校の電話は問い合わせ

で不通の状態になることは容易に予想されま

す。このような場合の回避策も考えておく必要

があります。

ともあれ、児童 ・生徒の生命安全を第一義と

して、学校の状況や地域の状況等様々な要素を

組み入れ、組織として対応できる十分な論議を

積み上げることが今後の一番の課題ではないで

しょうか。

5  おわりに

私たち事務職員は、雲仙普賢岳や阪神淡路大

震災の教訓から、被災時には重要な役割を果た

さなければなりません。学校が避難場所となれ

ば、住民と行政との調整機能も求められますし、

住民からの要望を直接受ける窓日になります。

事件 ・事故の際、マニュアル通りに事が運ぶ

ことはほとんど無いかも知れません。そのよう

な場合は、事態の推移を見つめ臨機応変に対応

する必要があります。その場で即判断を下す場

合さえあるかも知れません。

このような行動ができるためには、マニュア

ルを十分熟知するとともにt訓1練を重ねていく

必要があります。

私たち事務職員は、信頼される学校の‐員と

して研修を深め、自己判断能力を高める努力が

今後、ますます求められそうです。

最後に、今回作成 したマニュアルが、
t学
校の

地理的状況や児童 ・生徒などの状況に応じて検

討 ・論議されtよ りよいマニュアルとして活用

されれば幸いです。
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資料2

状況把握

情報収集

対応の手順    1        事              項

宅会を建初セジ屯 (グくジ屯) (詳 細は防災計画による)

職員在勤中の火災

発見者は大声で他に通報すると共に火災報知器等で火災であること

を知らせる。

警報機作動の場合は、受信機に表示の現場に急行し状況を通報する

(判断により初期消火を行う)

火災発生場所を確認後、避難経路 ・避難場所を明確にし、生徒及

び職員に避難の指示を出す。職員は誘導する。

同時に 119番 通報する。

【校内放送】  (繰 り返し放送する。)    !
「ただいま、○○棟、○階、○○教室より火災が発生しま

した。火災場所を避け、速やかに○○へ避難しなさい。」

【119番 通報】
「こちらは○○高校です。校内の○○棟、○○階から火災

が発生しました。消防車の出動をお願いします。」
わかっていれば、次のことも伝える。
・ 逃 げ遅れた人やけが人がいるか
。 何 が燃えているか

担任は避難場所に集合後直ちに人数を確認し、その旨本部に報告

する。確認できない職員生徒がいたら教頭に連絡し、消防署員に

通報する。生徒は静かに待機する。

搬出持出係は、状況により非常持出が可能なら班長の指示に従い、

重要物件の搬出 ・保管にあたる。

生徒の措置 ・鎮火後処理を状況により判断。

火災発生前の現場の状況や、火気に関する情報の収集

1被災状況の写真撮影

1危険箇所の進入防止策等

事情聴取には校長 (教頭 ・事務長)が 対応し、他の職員は校長の要

請があるまで待機しておく。

情報の整理

マスコミ等との対応

事故報告書等の作成

再発防止策等の検討
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資料4

学 校 震 災 対 応 メ モ

1.避 難確認

クラス 学級担任 副 担 任
生 存 籍 数

確認者数 早退数 欠席数 遅刻数 負傷数

男子 女子 合計

101 ○O① ○○○ 2 2 1 9 4 1

1 0 2 ○ ○ ① ① ワ
０
９
“

1 9 4 1

103 ○  ○ ○○○ 2 0
ワ
ウ

4 1

104 ○○○ ○○○ ワ

０ 2 0 4 1

1 0 5 ○O① ○O① 2 2 1 9 4 1

2 0 1 ○  ○ ○  ○ 1 9 ワ
争

4 0

202 ○  ○ ○○○ 2 0 2 0 4 0

203 O① O ○○○ ９

０ 2 0 4 1

2 0 4 ○○○ ○ ○ 2 0 2 0 4 0

205 ○○○ ○O① 1 9 2 2 4 1

3 0 1 ○ ○ O ① 1 7 2 3 4 0

302 ① O ○O① ９

“
2 0 4 1

303 ○○○ ○○○ 2 2 1 8 4 0

3 0 4 ①①O ○○○ 2 0 2 1 4 1

305 ○ ○ ○  ○ 2 2 1 9 4 1

2.被 災状況点検事項 (校舎配置図に記入)

点 検 項 目 確認 確認

1 火災発生の危険性 6 校舎内外の敷地 ・床等のひび割れ
？
】 ガラスのひび割れと落下物の危険性 7 落下物等の散乱による危険性

3 外壁モルタル等破損と落下の危険性 8 室内の施設 '設備 ・物品等の状況

4 校舎の柱等の異常 9 出入り口・窓等の開閉状況

5 建物自体の傾き
ｎ
ｖ 電気配線等の断線状況

3.学 校周辺の被災状況確認

通学地域の被災状況の情報収集をしていく。対応は、職員会議で協議

4.緊 急対策職員会議の協議事項
1)学 校被災状況の確認
2)職 員被災状況の確認

3)生 徒の被災状況把握の方法
4)情 報収集の方法
5)伝 達手段の確保 (生徒 ・職員)

6)当 面の生徒の措置
7)出 勤不能の職員の措置
8)学 校被災復旧作業の検討

9)そ の他、必要な活動 ・対策等
10)緊 急避難場所としての学校管理体制

5.各 市町村災害対策本部との連絡

- 5 0 -
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